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令和７年度１０月 定例教育委員会 議事録 

 令和７年１０月２１日（火）午前１０時から、山梨市役所西館４０１会議室に召集された。 

 

１ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 前回議事録の署名 

４ 協議事項 

５ 報告事項 

６ 連絡事項 

７ 閉会 

 

 〇出席者 

  教育長                竹川 和彦 

  教育長職務代理者      原 喜雄 

教育委員              相沢 季里 

教育委員              織田 久美子 

教育委員              新谷 時男 

  教育委員              武井 多加志 

   

〇事務局職員出席者 

学校教育課 課長                 久保川 貴教 

学校教育担当 指導主事       齊藤 和裕 

学校教育担当 指導主事       平山 直樹 

学校総務担当 リーダー        小野 恵美 

学校教育担当 リーダー        前嶋 裕樹 

学校管理担当 リーダー        髙原 あゆみ 

学校給食センターリーダー      上野 治美 

学校総務担当（議事録作成者）  望月 理香 

  

生涯学習課 課長                  武井 学 

生涯学習担当 リーダー         飯田 芽久美 

 



2 

 

４ 協議事項 

（１）生涯学習推進計画素案について 

生涯学習担当 L 資料１－１～２に基づき説明 

 

教育長  

何かあるか。 

原委員 

アンケートの「地域」について、市内だけでなく、市外での活動も含めて回答している可 

能性もあるが、この計画ではどのように捉えているのか。 

生涯学習担当 L 

山梨市内を想定している。 

原委員 

生涯学習の場が広がっているので、今後の施策として市だけに限定せず、市内・市外 

で捉えてもよいのではないか。 

生涯学習担当 L 

そのとおり学習の場はオンラインや市外にも広がっている。地元での活動に加え、個人 

が望む場所で学習できる環境や公民館などでの交流の場を並行して進めていきたい。 

教育長 

資料の「つなぐ[学びを介したネットワーク]」へ反映できると思うので、検討をお願いし 

たい。 

生涯学習担当 L 

検討する。 

 

（２）義務教育学校 基本計画について・特認校制度について 

学校教育担当 L 資料２・追加資料に基づき説明 

教育長 補足説明 

 

教育長 

特認校制度の導入には教育委員会の承認が必要となるが、何かあるか。 

織田委員 

特認校制度は、移住者の増加といった地域の活性化にもつながるのではないかと期 

待する。 
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教育長 

他学校から笛川学園へ転入学することにより、クラス数が減ることも考えられるため、 

計画を立てて進めていきたい。 

教育長 

２８日に開催する設置検討委員会の意見等は次回説明したいと思う。 

 笛川学園は、山梨市の義務教育学校であるので、今後、市民に情報提供していきたい。 

教育長 

これでよろしいか。 

教育委員 

異議なし。 

 

（３）業務量管理・健康確保措置実施計画の策定・公表について 

教育長 資料３－１～２に基づき説明 

 

原委員 

登下校の安全管理責任はどこにあるのか。 

教育長 

登下校は学校の管理下ではなく保護者になる。 

原委員 

保護者と学校とで共通認識する必要があると思う。 

教育長 

国からの資料の中に保護者向けのチラシがあるので周知していきたい。 

原委員 

月３０時間以下、一日にすると平均１時間程度の残業に抑えるということは、現状を考 

えて大変難しい目標だと思う。 

教育長 

DX等を使って業務量管理することになると思う。 

原委員 

業務負担軽減策として自動採点技術が提案されているが、教師が授業をして採点す 

ることで児童生徒の評価と実態が把握でき授業改善に繋がると思うが、文科省から事 

例が出されているのか。 

教育長 

この資料の 8～９割が文科省からの案になる。 
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来年度中学校へ自動採点システムを導入する予定である。 

原委員 

記述式による子供の言葉を読み取ることも求められると思うのでバランスを取っていく 

ことを考えなければならないと思う。 

織田委員 

情報番組で、採点者が丁寧に採点しコメントを付けて教師に返すことで、教師はこれを 

授業に反映でき、その分の時間を有効に利用しているという事例が放送されていた。 

教育長 

コロナ禍から始まった補助金は年々減っているため人員確保は予算との相談になる。 

新谷委員 

小学校は教材研究・中学校は部活動等により空き時間が無く、放課後遅くなってしまう 

ので、教員数を増やしたり、サポートする人がいたりすることで時間を作ることが出来る 

と思う。 

業務時間が増えてもお互い信頼し合うことが大事であるというアンケート結果もあった。 

教育長 

授業時間数のやりくりや教材を共有することが必要であると思う。 

 

（４） その他 

教育長 

何かあるか。 

事務局 

特になし。 

 

５ 報告事項 

（１）大村 髙先生からの寄贈について 

学校教育課長 資料４－１～２に基づき説明 

 

教育長 

何かあるか。 

事務局 

特になし。 
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（４） その他 

教育長 

何かあるか。 

事務局 

特になし。 

 

６ 連絡事項 

（１） 連絡事項 

学校総務担当 L 次第に基づき説明 

 

学校総務担当 L 

１１月８日（土）「税を考える書道展」表彰式に教育長が出張で出席できないため、 

教育長職務代理の 原委員が出席となる。 

 

（２） その他 

教育長 

何かあるか。 

事務局 

特になし。 

 

教育長 

以上で議事を終了する。 


